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遺跡資料リポジトリとは？

遺跡調査報告書の電子化を推進し、報告書特有
の抄録デ タをもとに主題リポジトリを構築しの抄録データをもとに主題リポジトリを構築し、
リポジトリのハーベスト機能や、主題に特化し
た利用システムにより 遺跡調査報告書の利活た利用システムにより、遺跡調査報告書の利活
用を促進するプロジェクト。

自治体文化財担当部署と国立大学法人との連携･
協力体制により都道府県単位にリポジトリを分協力体制により都道府県単位にリポジトリを分
散構築してプロジェクトを推進する

遺跡資料リポジトリ・コミュニケーションサイ
トhttp://rarcom.lib.shimane-u.ac.jp/トhttp://rarcom.lib.shimane u.ac.jp/
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考古学分野の主題リポジトリ

遺跡調査報告書とは？

実際は約8,000件

・地方自治体が中心となり、埋蔵文化財の発掘調査を行った内容
をまとめた学術的な記録物

・毎年全国で約2,000冊が発行され、300～500の研究機関へ寄贈毎年全国で約 , 冊が発行され、 の研究機関 寄贈
されている

・1994年から文化庁の指導のもと抄録付与が必須となった

自治体に所属する専門職員 大学等研究機関の研究員 考古学

4,000冊という噂も

・自治体に所属する専門職員、大学等研究機関の研究員、考古学
を専攻する学生を利用の対象とする

専門分野の研究者・専攻学生・文化財行政・調査現場，
一般愛好家等需要の裾野は広い

キーワードとして専門分野固有の項目,属性,区分を持つ

コンテンツを収集・保存・流通させる意義
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システム構成 EarmasとVMWare

HOST OS (Linux,Windows)
VMWare

VMware

仮想マシン OS(Linux)

•サーバーの仮想化→複数環境の共存

•クライアントはファイルイメージ

→バックアップ 再設定
遺跡資料リポジトリシステム
Earmas Earmas

•国産リポジトリシステム

→バックアップ、再設定

国産リポジトリシステム

•遺跡固有情報管理機能

•他システム連動のカスタマイズ

Webサーバ（Apache）

サーブレットエンジン（Tomcat） 全文検索エンジン（Lucerne）

クローラ

リポジトリソフトウェア 形態素解析器（ Sen. ）

DBMS（ PostgreSQL ）

遺跡用拡張
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コンテンツの収集

各都道府県域単位で報告書を収集

過去分
報告書• 冊子報告書の電子化

• メタデータは報告書抄録データベース等を利用

（奈良文化財研究所 全国埋蔵文化財法人連絡協議会 当該自治体等）（奈良文化財研究所，全国埋蔵文化財法人連絡協議会，当該自治体等）

カレント分カレント分
• 発行時にメタデータ＋PDFファイル提供
• 報告書発行時に冊子・電子版同時作成の依頼報告書発行時 冊子 電子版同時作成 依頼
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コンテンツの電子化

■冊子体からの電子化
画像フ イル（ＰＤＦ）はサイズが大きい・画像ファイル（ＰＤＦ）はサイズが大きい

・印刷・保存用は高精細なものが必要

・公開・配信用はネット負荷を考慮して軽量化が必要

・報告書には精細な文字・カラ－イラストや写真も多い

・全文検索のためＯＣＲソフトによるテキスト化が必要

・出版数膨大 頁数 画像・写真 数表 折込図など多彩出版数膨大，頁数，画像 写真，数表，折込図など多彩

■電子化仕様(平成２１年度)

公開用 保存用 備考公開用 保存用 備考

２値 600dpi 600dpi テキスト・図

グレー 300dpi 600dpi モノクロ写真p p
カラー 300dpi 600dpi カラー写真

圧縮率 高圧縮 低圧縮 ２値：G3，多値：jpeg
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登録と公開処理

大学による代行登録と公開処理大学による代行登録と公開処理
• 奈良文化財研究所抄録データを流用登録

• Webcat Plusから書誌データを流用登録

• 著作権許諾の手続きを行い公開

自治体によるセルフア カイブ自治体によるセルフア カイブ自治体によるセルフアーカイブ自治体によるセルフアーカイブ

• 元データ・関連情報のアーカイブ

• 専門的なメタデータの付与

• 迅速な公開
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地域連携イメージ

他県
遺跡リポジトリ 県固有DB

○○県市町村

○○県

検索エンジン
CINII

WebcatPlus

○○県市町村
埋蔵文化財担当

○○県
遺跡資料リポジトリ 調査報告書を発行

冊子報告書を提供

セルフアーカイビング

メタデ タ

コンテンツ
定期に抄録データを報告公開依頼

メタデータ

抄録ＤＢから

電子化・代行入力

奈良文化財研究所

抄録DB国立大学法人
抄録ＤＢから

メタデータを抽出
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広域連携へ 平成２０～２１年度

中国５県域から１２府県域へ
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検索・利用システム（遺跡検索）
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検索・利用システム（全文検索）
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広域連携による横断検索システム広域連携による横断検索システム
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平成２１年度事業成果
中国５県域事業継続

•中国５県域（鳥取大学，島根大学，岡山大学，広島大学，山口大学）
•メタデータ・コンテンツの継続的収集・登録・公開
•ボーンデジタル報告書作成の推進

広域拠点地域の拡大
•12府県域への拡大
（新規：東北大学，筑波大学，大阪大学，神戸大学，香川大学，高知大学，宮崎大学）

•システム導入・設定/各地域における推進体制の構築
•メタデ タ コンテンツ収集 登録•メタデータ・コンテンツ収集・登録

遺跡資料リポジトリシステム
•遺跡資料リポジトリシステムの改良
•検索 利用システムの開発 機能向上•検索・利用システムの開発・機能向上

・横断検索システム ・報告書全文検索システム
・広域Google Maps ・APIを利用した連携検索

遺跡資料リポジトリシンポジウム遺跡資料リポジトリシンポジウム
•システム，コンテンツ，自治体連携などの課題整理
•都道府県域への広域拡大・コンテンツ，アーカイブ等
•平成２２年度以降におけるシステム維持及び拡大
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報告書の電子化数（平成２０～２１年度）報告書の電子化数（平成２０～２１年度）

No 自治体名
平成２０年度 平成２１年度 合計

冊数 ペ ジ数 冊数 ペ ジ数 冊数 ペ ジ数冊数 ページ数 冊数 ページ数 冊数 ページ数

1 鳥取県 102 6,528 731 58,874 833 65,402 
2 島根県 306 19,616 661 70,368 967 89,984 
3 岡山県 235 15 040 198 20 500 433 35 540 3 岡山県 235 15,040 198 20,500 433 35,540 
4 広島県 108 5,300 0 0 108 5,300 
5 山口県 169 10,816 150 14,520 319 25,336 
6 宮城県 25 4 811 25 4 811 6 宮城県 25 4,811 25 4,811 
7 茨城県 35 4,125 35 4,125 
8 大阪府 317 27,803 317 27,803 

庫9 兵庫県 524 95,147 524 95,147 
10 香川県 413 35,475 413 35,475 
11 高知県 201 20,520 201 20,520 
12 宮崎県 377 36,896 377 36,896 

合計 920 57,300 3,632 389,039 4,552 446,339 
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主題リポジトリとしての試み

1. 考古・歴史分野のサブジェクト・リポジトリ
2. 分散構築－共同利用（電子版による共用）
3. 守備範囲の明確化（都道府県域）
4. 既存メタデータの活用（奈文研，全埋協，自治体等）
5. ボーンデジタル報告書の形成・流通支援
6. 多様な利用システムによる利活用支援
7. サブジェクト・リポジトリ・スキームの提供
8. 機関外資料のセルフアーカイブの推進
9. 図書資料（報告書）の電子利用試行（保存・配信）
10.システム連携による電子／冊子の並行利用支援
11.ＶＭＷareによるシステム構築，管理負荷の軽減
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主題データベース連動の試行（島根県の事）

•
島根県遺跡デ タベ スから島根県遺跡データベースから
リポジトリへのリンク
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今後の目標等について

セルフアーカイビング支援機能の充実

・・・・自治体主体のセルフアーカイビングの推進

検索・利用機能の改善

ボーン・デジタル報告書の拡大・普及

PDFファイル以外の遺跡データ（動画等）の登録機能

利用拡大のためのシステム連動／リンク機能の充実

・・・・国立国会図書館“PORTA” との連携

役割分担（大学：システム提供・維持，自治体：コンテンツ提供・登録）

文化財行政機関，各自治体調査部署との連携・協議

コンテンツの更なる充実（広域化・ボリュームアップ）

・・・・対象地域の拡大方策の検討
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山口県教育庁
報告

全国埋蔵文化財法人 山口県教育庁
（埋蔵文化財センター）

奈良文化財研究所全国埋蔵文化財法人
連絡協議会

報告各自治体

県及び市町自治体
埋蔵文化財担当印刷業者

報告書原稿

外注 発掘調査

埋蔵文化財担当印刷業者

納品（PDFを含む）
調査研究者への
フィードバック

登録
（書誌情報 ）

市町埋蔵文化財
連絡協議会

公開

フィ ドバック
（書誌情報＋PDF）

鳥取

岡山

DB
島根

連携

山口大学図書館
（遺跡リポジトリシステム）

島根

広島



山口県遺跡資料リポジトリ状況

地域区分 登録件数 公開件数 備考地域区分 登録件数 公開件数 備考

山口大学 ２５８ ２５８

下関市 １５６ ２７

山口市 １０５ １０４

防府市 ５０ ５０防府市 ５０ ５０

美祢市 ８ ８



地域の拡大 平成２２年度～
■ 鳥取県(鳥取大学)
■ 島根県(島根大学)
■ 岡山県(岡山大学)
■ 広島県(広島大学)■ 広島県(広島大学)
■ 山口県(山口大学)
■ 宮城県(東北大学)
■ 茨城県(筑波大学)
■ 大阪府(大阪大学)■ 大阪府(大阪大学)
■ 兵庫県(神戸大学)
■ 香川県(香川大学)
■ 高知県(高知大学)
■ 宮崎県(宮崎大学)宮崎県(宮崎大学)
■ 山形県(山形大学)
■ 富山県(富山大学)
■ 長野県(信州大学)
■ 滋賀県(滋賀大学)滋賀県(滋賀大学)
■ 奈良県(奈良女子大学)
■ 徳島県(徳島大学)
■ 愛媛県(愛媛大学)

１２府県域から１９府県域へ
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これから

平成22-24年度委託事業（領域２）
○方向性

各府県ごとのサーバ設置モデル各府県 設置

クラウドモデル（ＮＩＩ） 実験クラウドモデル（ＮＩＩ） 実験
プラットフォームの提供

○条件○条件
県域ごとのデータ容量の制限

保存用は外付けＨＤなどなど
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これから

平成22-24年度委託事業（領域２）
○システム

EarmasとVMWare
○平成22年度参加館機関（７機関）

自前サーバ ｏｒ クラウド自前サ バ ｏｒ クラウド
○保証期間

３年間（予算があれば継続）３年間（予算があれば継続）

移植 能システム移植は可能
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これから

課題
○クラウドになったら大学の役割は？

社会貢献と地域連携社 貢献 域 携
○自治体は参加したい

でも 国立大学は不参加でも、国立大学は不参加

公 私立大学も視野に！公・私立大学も視野に！
○参加県域の拡大

遺跡資料 ポ 位 確遺跡資料リポジトリの地位の確立
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行く末

感想（あくまでも個人的）
○文化庁

紙媒体とのすみ分け紙媒体とのすみ分け
○奈良文化財研究所

メタと本文メタと本文
○国立国会図書館

納本制度 拡大解釈納本制度の拡大解釈
情報収集事業
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ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました。
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